





 ─ 当事者同士の語りから ─ 
The Relationship between Fathers of Children with Disabilities May Affect 
the Nursing Care of Such Children:








































































































本論文において使用するデータは、筆者が 2018年 11月から 2019年 7月までに調査
対象者 9名に実施した聞き取り調査の結果である。調査対象者は、全員が平日の昼間
にフルタイムで勤務している会社員または公務員であり、調査時点の年齢は 30代また












































































































































































































（3）  正式名称は「障害者の権利に関する条約」といい、国連において 2006年に採択、2008年
に発効された。なお、英語表記は「Convention on the Rights of Persons with Disabilities」
である。
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